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工事及工事及工事及工事及びびびび測量等委託業務測量等委託業務測量等委託業務測量等委託業務にににに係係係係るるるる総合評価方式総合評価方式総合評価方式総合評価方式のののの評価基準評価基準評価基準評価基準のののの変更変更変更変更についてについてについてについて

平成２３年１０月 福島県入札監理課

ⅠⅠⅠⅠ 工事工事工事工事のののの総合評価方式総合評価方式総合評価方式総合評価方式のののの評価基準評価基準評価基準評価基準のののの変更変更変更変更（（（（いずれもいずれもいずれもいずれも特別簡易型特別簡易型特別簡易型特別簡易型のみのみのみのみ））））

１ 評価基準の変更について

○ 総合評価方式の特別簡易型について、これまでの入札結果等を踏まえ、より適切

に評価するため、価格と価格以外の評価バランスを改善し、点数が固定化しやすい

項目の組み替えなど、評価基準の変更を行います。

２ 評価バランスの改善

○ 加算点を圧縮し、加算点合計を現行の20点から10点とします。

３ 評価項目の組み替え

【優良工事表彰の廃止】

○ 小規模工事である特別簡易型において、「優良工事表彰」を評価対象外とし、その

配点を配置技術者の技術力の評価に振り替えます。

【配置予定技術者の技術力の追加】

○ 「施工能力」及び「工事成績」を新たに評価対象とします。（それぞれ0.5点）

【企業の技術力の「工事成績」の変更】

○ 同種・類似工事であった評価の対象範囲を、同一発注種別工事に拡大します。

○ これまで過去4年間の工事成績を対象としておりましたが、新たに直近の工事成

績（※）を評価対象とします。（80点以上の場合1.5点、75点以上の場合は１点）

※ 直近の工事とは、基準日の属する月の３月前の月末までとします。
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ⅡⅡⅡⅡ 測量等業務委託測量等業務委託測量等業務委託測量等業務委託のののの総合評価方式総合評価方式総合評価方式総合評価方式のののの評価基準評価基準評価基準評価基準のののの変更変更変更変更

１ 評価基準の変更について

○ 配置技術者の技術力や技術提案をより適切に評価するため、評価項目の追加や評

価方法の変更など、評価基準の変更を行います。

２ 配置技術者の技術力に関する評価項目の追加など（標準型・簡易型（提案型・技術者型））

○ 「業務成績」を新たに評価対象とします。（80点以上の場合１点、75点以上の場

は0.5点）

○ これに伴い、その他の配点を一部見直します。

３ 業務計画の実施方針（技術提案）の評価方法の変更（標準型のみ）

○ 標準型において、業務計画の実施方針（技術提案）の評価ウエイトを高めます。

ⅢⅢⅢⅢ 実施時期実施時期実施時期実施時期

○ 平成23年11月１日以降に公告する案件から適用します。
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参考参考参考参考：：：：評価基準評価基準評価基準評価基準のののの変更一覧変更一覧変更一覧変更一覧

１ 工事（特別簡易型のみ）

（１）加算点合計（特別簡易型）

改 正 現 行

特別簡易型の加算点合計 １０点 ２０点

（２）企業の技術力の配点（特別簡易型）

評価項目 改 正 現 行

企業の技術力 小計3.5点 小計9.0点

施工能力 2.0点 4.0点

工事成績 1.5点 4.0点

優良工事表彰 1.0点

【施工能力】

評価基準 改 正 現 行

過去5年以内の実績 2.0点 4.0点

過去5年より前で10年以内 1.5点 3.0点

過去10年より前で15年以内 0.5点 1.0点

【工事成績】

評価基準 改 正 現 行

90点以上 4.0点

80点以上90点未満 3.0点

75点以上80点未満 1.0点 1.0点

評価対象 福島県発注の同一発注種別工 過去4年以内に

事で、直近(最新)の工事成績 福島県発注の同

評定が75点以上である場合。 種・類似工事に

ただし、直近(最新)の工事成 おいて、工事成

績評定が2年以上前のもので 績評定が75点以

ある場合は評価対象外。 上の施工実績が

※ 直近とは、基準日の属する月 ある場合。

の3月前の月末までとする。

［例］基準日（開札日）が11月6

日である場合は、2年前の11月

1日から８月31日までのうち、

直近（最新）の工事評定が評価

対象となります。

（３）配置予定技術者の技術力の配点（特別簡易型）

評価項目 改 正 現 行

配置予定技術者の技術力 小計1.0点 小計－点

施工能力 0.5点 －

工事成績 0.5点 －

1.5点
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工事工事工事工事のののの総合評価方式総合評価方式総合評価方式総合評価方式のののの評価項目及評価項目及評価項目及評価項目及びびびび配点配点配点配点（（（（加算点加算点加算点加算点））））【【【【平成平成平成平成 23 年年年年 11 月月月月 1 日適用日適用日適用日適用】】】】

変更箇所

対象案件 標準型 2億円以上は基本的に全件
簡易型 ５千万円以上、２億円未満は基本的に全件

特別簡易型 ３千万円以上、５千万円未満は基本的に全件、３千万円未満は抽出（50%程度）

加算点 標準型 55点（大規模又は重要な工事は 75点）
簡易型 35点
特別簡易型 10点

評価方法 除算方式

評価項目及び配点 標準型 簡易型 特別簡易型 備 考

企業企業企業企業のののの技術力技術力技術力技術力 4.0 4.0 3.5
施工能力 同種類似工事の実績

過去 5年以内の実績 1.0 1.0 2.0
過去 5年より前で 10年以内 1.5
過去 10年より前で 15年以内 － － 0.5

工事成績(特別簡易型は直近の工事成績) 標準型、簡易型：同種類

80点以上 1.0 1.0 1.5 似工事の成績

特別簡易型：同一発注種

75点以上 80点未満 － － 1.0 別工事の直近の成績

優良工事 該当部門の表彰実績

過去 10年以内 1.0 1.0 －

品質管理 0.5 0.5 － ISO9001認証取得
技術者確保数 0.5 0.5 － 配置可能技術者

（技能士の活用（技能士職種ごと）） （0.5） （0.5） － ※上で得点できないとき

配置予定技術者配置予定技術者配置予定技術者配置予定技術者のののの技術力技術力技術力技術力 3.5 3.5 1.0
施工能力 1.0 1.0 0.5 同種類似工事の実績

工事成績 1.0 1.0 0.5 同種類似工事の成績

優良工事 1.0 1.0 － 該当部門の表彰実績

資格保有 0.5 0.5 － 指定した資格保有

（継続教育） （0.5） （0.5） － ※上で得点できないとき

企業企業企業企業のののの地域社会地域社会地域社会地域社会にににに対対対対するするするする貢献度貢献度貢献度貢献度 17.5 17.5 5.5
障がい者雇用 0.5 0.5 － 法定雇用達成等

安全管理 0.5 0.5 － 安全管理表彰受賞

環境配慮 0.5 0.5 － ISO14001認証取得
県内業者活用 1.0 1.0 － 下請、資材の活用

子育て支援 0.5 0.5 － 認証取得

仕事と生活の調和 0.5 0.5 － 認証取得

新分野進出 1.0 1.0 － H13.4.1 以降進出（継続中のもの。）

同一市町村内工事実績 2.5 2.5 1.0
入札参加者の所在地 地域要件毎の評価基準設

評価対象区域内で工事箇所と同一市町村 2.5 2.5 1.0 定

上記以外の評価対象区域内 2.0 2.0 0.5 ★ 東日本大震災による

ボランティア活動 2.0 2.0 0.5 被災者等の雇用実績、雇

消防団加入（１名以上） 1.0 1.0 0.5 用の維持確保についても

選 災害時出動実績又は災害応援協定締結実績 2.5 2.5 1.25 評価の対象とする

新卒・離職者の雇用実績 ★

択 2名以上の実績 2.5 2.5 1.25
1名以上の実績 1.5 1.5 0.75

項 雇用の維持・確保 ★

1名以上増加 2.5 2.5 1.25
目 同数 1.5 1.5 0.75
除雪・維持補修業務の実績 2.5 2.5 1.25

施工計画適切性施工計画適切性施工計画適切性施工計画適切性 10.0 10.0 －－－－

施工計画 10.0 10.0 －

技術提案技術提案技術提案技術提案 20 又は 40
加算点合計加算点合計加算点合計加算点合計 55 又は 75 35 10
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２ 測量等業務委託

（１）配置技術者の技術力の配点（標準型、簡易型（提案型、技術者型））

評価項目 改 正 現 行

標準型 簡易型 標準型 簡易型

提案型 技術者型 提案型 技術者型

配置技術者の技術力 小計10点 小計7点 小計11点 小計13点 小計6点 小計10点

資格の保有 2.0《3.0》 2.0 4.0 3.0《3.0》 2.0 4.0

鐕技術力の研 に関する取組み 2.0《1.0》 1.0 1.0 3.0《2.0》 1.0 1.0

同種・類似業務実績 2.0《3.0》 2.0 4.0 3.0《4.0》 2.0 4.0

業務成績 2.0《1.0》 1.0 1.0 － － －

地域精通度 2.0《2.0》 1.0 1.0 3.0《3.0》 1.0 1.0

専任性（担当技術者のみ対象） － － － 1.0《1.0》 － －

※《 》は建築設計の配点。

○評価対象となる配置技術者

改 正 現 行

測量、調査 土木設計 建築設計 測量、調査 土木設計 建築設計

主任技術者 管理技術者 管理技術者 主任技術者 管理技術者 管理技術者

標準型 － － － 担当技術者 担当技術者 担当技術者

社内審査員 照査技術者 社内審査員 照査技術者

簡易型 主任技術者 管理技術者 管理技術者 主任技術者 管理技術者 管理技術者

【資格の保有】

配点 評 価 基 準

改 正 現 行

上位点 技術士、 技術士、

測量士資格保有期間18年以上（測量の場合） 測量士資格保有期間18年以上（測量の場合）

下位点 ＲＣＣＭ（登録した者に限る）、 ＲＣＣＭ（資格試験合格者で未登録の者を含む）、

技術士補（登録した者に限る）、 技術士補（技術士第一次試験合格者で未登録の者

を含む）、

測量士資格保有期間8年以上18年未満（測量の場合）、測量士資格保有期間8年以上18年未満（測量の場

合）、

地質調査技士（地質調査の場合）、 地質調査技士（地質調査の場合）、

農業土木技術管理士（農業土木設計の場合） 農業土木技術管理士（農業土木設計の場合）
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【業務成績】

○測量、調査及び土木設計業務の場合

評価基準 改 正 現 行

80点以上 1.0点 －点

75点以上80点未満 0.5点 －点

評価対象 過去3年以内に配置技術者とし

て携わった福島県が発注した業務

において、技術者評定（技術者に

対する評定点）が75点以上であ －

ったことがある場合。

（２）業務計画の実施方針（技術提案）の配点（標準型）

評価項目 改 正 現 行

業務計画の実施方針 小計12.0点 小計9.0点

業務実施手順 1.0点 1.0点

工程計画の妥当性 1.0点 1.0点

地域特性等の把握状況 3.0点 2.0点

業務計画の適切性 3.0点 2.0点

業務計画の実現性 3.0点 2.0点

技術基準、資料 1.0点 1.0点
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測量等委託業務総合評価方式測量等委託業務総合評価方式測量等委託業務総合評価方式測量等委託業務総合評価方式のののの評価項目及評価項目及評価項目及評価項目及びびびび配点配点配点配点（（（（加算点加算点加算点加算点））））

【【【【改正改正改正改正・・・・平成平成平成平成 23年年年年 11月月月月 1日適用日適用日適用日適用】】】】

変更箇所

配 点

評 価 項 目 標準型 簡易型

提案型 技術者型

（１）企業の技術力（実績・経験等） 小計 1.5 小計 1.5 小計 1.5
① 同種・類似業務実績 1.5 1.5 1.5

（２）配置技術者

※１

の技術力（実績・経験等） 小計 10.0 小計 7.0 小計 11.0
① 資格の保有 2.0《3.0》※２ 2.0 4.0
② 技術力の研鑽に関する取組み 2.0《1.0》※２ 1.0 1.0
③ 同種・類似業務実績 2.0《3.0》※２ 2.0 4.0
④ 業務成績 2.0《1.0》※２ 1.0 1.0
⑤ 地域精通度 2.0《2.0》※２ 1.0 1.0

（３）企業の地域社会への貢献 小計 6.5 小計 6.5 小計 6.5
① 障がい者雇用の実績 0.5 0.5 0.5
② 次世代育成支援（子育て応援） 0.5 0.5 0.5
③ 次世代育成支援（仕事と生活の調和） 0.5 0.5 0.5
④ 同一市町村での業務実績 1.0 1.0 1.0
⑤ 入札参加者の所在地 1.0 1.0 1.0
⑥ 災害対応実績 1.0 1.0 1.0
⑦ ボランティア活動の取組み実績 1.0 1.0 1.0
⑧ 消防団への継続加入 1.0 1.0 1.0

（４）業務計画の実施方針 小計 12.0 小計 4.0 ―

① 業務実施手順 1.0 4.0 ―

② 工程計画の妥当性 1.0 ― ―

③ 地域特性等の把握状況 3.0 ― ―

④ 業務計画の的確性 3.0 ― ―

⑤ 業務計画の実現性 3.0 ― ―

⑥ 技術基準、資料 1.0 ― ―

加算点合計 合計 30.0 合計 19.0 合計 19.0
《 》は建築設計の場合。簡易型では他の業務と同じ配点。

※１ 評価対象となる配置技術者は次のとおり。

測量、調査 土木設計 建築設計

標準型 主任技術者 管理技術者 管理技術者

社内審査員 照査技術者

簡易型 主任技術者 管理技術者 管理技術者

※２ 各配置技術者の配点の合計を表示している。


